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早いもので、今年度も 3 か月が過ぎました。
8 月下旬から地区ガバナーとしての重要な仕事であります、各クラブへの公式訪問はまだ来月上旬ま

で続きますし、今月14（土）・15 日（日）には、当地区最大のイベントであります WFF を開きます。
地区の各委員会、各分区、そして多くのクラブの皆さんには、当日に向けて準備を重ねてきていただ
いておりますことに感謝申し上げるとともに、地区内全クラブの皆さんのチケット販売ご協力、そして
多くの広告協賛へのご尽力にお礼申し上げます。大会実行委員長は晴れ男、加藤陽一パストガバナー
ですので、設営準備日の前日を含めた好天を期待しております。会員皆さんには是非、お家族・お友
達連れでお楽しみいただければとお願いいたします。

ところで、今月は米山月間であり、また月のはじめはロータリー学友参加推進週間でもあります。先
月14 日に、地区クラブ米山奨学委員長会議と米山奨学生学友会総会が開かれました。当日は地区内
74 クラブから米山奨学委員長と、カウンセラー、そして指導教授の先生方が奨学生とともに参加して
いただき、学友会からはクネヒト・ペトロ名誉会長（愛知米山学友会初代会長）、林会長はじめ10 名
のご参加をいただき、総勢 200 名近い大盛会となりました。我が国の独自事業であります米山記念
奨学事業は、次年度にはもう2 万人を超えるところまできて、学友会も我が国だけでなく、世界 9 か
国にできているそうです。今後はその学友会同士の連携も今以上に強くなり、世界の友好と平和の実
現、更に日本の理解者の醸成という本来の目的に大きく貢献していくものと期待しております。

当日この米山奨学生を支え、日本での親として頑張っていただいたカウンセラーの皆さんと奨学生の
皆さんとの交流を見聞きして、地区ガバナーとして感じたことは、この関係を卒業と同時に消したくない
という思いでした。

各クラブでカウンセラーをお勤めいただいた会員には、その後も米山学友会準会員として残っていた
だき、卒業生の学友会入会促進の一助となっていただくとともに、我が国が誇る米山奨学記念事業の
更なる発展を共に嬉しく感じていただければ、これ以上の喜びはありません。

ガバナーメッセージ

第2760地区

国際ロータリー第 2760 地区
2017-18 年度ガバナー

神野重行
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「１０月米山月間」 に寄せて

第2760地区

地区米山記念奨学委員会委員長

金田英和

日頃から米山記念奨学事業に対しまして大変暖かいご支援を賜りありがとうございま
す。１０月が米山月間ですので少しお話させていただきます。 

東京ロータリークラブ創始者である米山梅吉氏の没後、彼の功績をたたえるための記念
事業として、東京ロータリークラブによる米山奨学制度が１９５２年に設立されました。
「将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解させるためには、
アジアの国々から一人でも多くの留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもら
うしかない。それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業ではないだろう
か。」

当時のロータリアンの思いがこの言葉に表れています。そして、その後米山奨学事業は
全国に広がり、日本の全ロータリークラブ合同事業となり現在に至っています。６５年の
歳月が流れましたが、設立当初のロータリアンの思いは今でも脈々と受け継がれています。
今では留学生を支援する国内最大の民間奨学団体となりましたが、毎年のロータリアンの
寄付だけで成り立っている米山記念奨学事業、まさにロータリアン一人一人が主役の事業
といえると思います。また、今年は財団設立５０周年を迎えます。５０年前に全国のロー
タリアンの寄付を５０億円集め基金を設立したことは、当時のロータリアンの米山奨学事
業に対する情熱が感じられます。会計報告も毎年きちんとされています。特に皆さんから
の寄付はすべて奨学事業に使われ、本部事務局経費は基金等の運用益でまかなわれている
ことは特徴の一つです。

「民間外交として世界に平和の種をまく」という米山の使命は、６５年前から一貫して
変わっていません。東北大震災の時も、海外の学友会から多額の見舞金が送られてきたこ
とは皆さんもご存じのことと思います。まさに米山の成果といえると思います。日本に留
学している学生たちは、みんな日本が大好きです。特に米山に出会えた学生たちは、ロー
タリアンとの交流の中で、ロータリー精神を学び成長していきます。米山を卒業し、学友
になって初めて米山奨学事業の成果が問われます。ぜひ、世話クラブの皆様には、時には
厳しく、時には優しく、学生たちを見守ってほしいと思います。将来のロータリアンのた
めに。
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学友参加推進週間について

第2760地区

地区学友委員会委員長

池谷　悟

本年 10 月 2 ～ 8 日は、学友とロータリーとのつながりを深めることを目的とした「学
友参加推進週間」です。

「学友参加推進週間」は、元ロータリー奨学生、元ロータリー平和フェロー、青少年プ
ログラムの元参加者、米山記念奨学金プログラムの元参加者、その他のプログラムの学友
が、再びロータリーとつながる『リコネクトする』ための機会として始まりました。 奨
学金留学から帰国した学友や、プログラムを終えた学友の中には、ロータリーとの連絡が
途絶えていたり、転居や転勤によりあて先が不明なかたもいるでしょう。

連絡がつく学友には、是非クラブの例会やボランティア活動に参加してもらいましょう。
また MYROTARY への登録を推進してください。

世界中の地域社会をより良くするために、ロータリーがいかに貢献しているかを実感し
てもらえるでしょう。

学友参加推進週間は、クラブにとって、学友という優れた人材とのつながりを再び取り
戻し、入会候補者を開拓できるというメリットがあります。また これを機に、会員と学
友が一つとなり、ロータリーの奉仕活動を広げる新しい可能性を見出すことができるで
しょう。

この週間に、交流会を企画したり、学友を例会へ招待するなどして、学友との交流促進
にご協力くださるよう、お願いいたします。
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第2760地区 ガバナー公式訪問 1

ガバナー公式訪問1 東知多・東海・大府　8/24

　予定では１１：３０～会長幹事との懇談会でし
たが、ガバナー等が早めに到着されたので、懇談
の時間が長く取れました。

　公式訪問の最初が当３クラブであり、よほどこ
の地区に力を入れていただいているのか、まず予
行練習と考えてきていただいたのかは定かではありませんが、当クラブとしては感謝・感
激です。

　ガバナーは各クラブの会員減少を心配され、どのようにしたら魅力のあるクラブにでき
るかということを懸念され、クラブ戦略委員会をお願いしたとのことです。

　まず自分のクラブを見つめなおし、いいところ悪いところを把握する。特に若手にも入っ
ていただく。２年、３、５、１０年、２０年までとは言いませんが、皆が活発で楽しめる
クラブであり続けることができるか？毎年同じようなことでいいのか？すぐには結論が出
ないと思うが、各クラブにあった組織の充実（それぞれのクラブの人数にあった運営）等
を検討するための委員会を設置していただきたい。

　また、２７６０地区はオール愛知でまとまってはいるが、女性会員が４％程度だけであ
り、全世界の２０％に比べると、少なすぎるのを懸念されていました。
　各会長幹事に入会した動機、入ってよかったこと、一番楽しかったこと等を懇談し、皆
さんの気持ちの理解に努めていたように思いました。

　ジョークも交えながらの楽しい卓話であ
り、今後神野ガバナーは益々活躍されると期
待しております。

日時	 ２０１７年８月２４日（木）
	 １１：１５～１２：１５ ガバナーと会長幹事懇談会
	 １２：３０～１３：３０ ３クラブ合同例会（卓話ガバナー）
会場	 山田家ベル
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第2760地区 ガバナー公式訪問 2

ガバナー公式訪問2 名古屋北・葵・アイリス　8/25

　去る８月２５日（金）、神野重行ガバナー、加
藤定伸地区幹事をお迎えして、名古屋北・名古屋
葵・名古屋アイリスロータリークラブの３クラブ
合同による「ガバナー公式訪問」が名古屋東急ホ
テルにて実施されました。

　まず、例会に先立ち、会長・幹事懇談会が行われました。ガバナーより、「会長・幹事
としてクラブを引っ張って行くためには、『ロータリーの魅力ってなんだろう』というこ
とを考えることが重要で、そこがはっきりしないと、会員の増強も活動の活発化もできな
いのではないか」というご指摘を頂きました。そして、自分にとってのロータリーの魅力
を明確にするために、３クラブの会長・幹事が、①ロータリークラブに入ったきっかけ、
②ロータリークラブに入会して一番良かったと思っていることを順番に話していきまし
た。①については、知人（取引先の方・交流団体のメンバー・大学の先輩など）のご紹介、
親族がロータリアンなど様々でした。②についても様々でしたが、奉仕活動を一番良かっ
たことと考えられている方が多く、それは奉仕活動を計画し参加することに魅力を感じた
という理由に基づくものでした。

　例会では、ガバナーより、ＲＩ会長のテーマの解釈、ＲＩ会長が指摘されているロータ
リーの組織としての２つの課題（会員の男女比率及び平均年齢の問題）、地区方針・行動
指針の趣旨などについてお話しがあり、大変すばらしい合同例会となりました。ありがと
うございました。

名古屋北ロータリークラブ
幹　事　　伴野友昭 
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第2760地区 ガバナー公式訪問 3

ガバナー公式訪問3 あま・津島　8/28

　８月２８日（月）、　津島ＲＣ，あまＲＣ合同例
会において、神野重行ガバナーより卓話をいただ
きました。

　冒頭「白くま」を例えにご自身のお人柄につい
て触れられた後、本年度の地区方針、行動指針に
ついてお話をいただきました。

　イアン　Ｈ．Ｓ　ライズリー　ＲＩ会長が掲げられた地球環境問題に対しての行動、我々
の行動が周りを変えること、ロータリーの未来への課題問題点の三つについての明確なお
考えを評価された上で、三つ目の課題についてクラブに将来を見据えた委員会を設けるこ
とを提案されたことに対して、両クラブではすでに設置、運営に至っていることについて
評価をいただきました。今後は会員の男女比率、平均年齢についての課題と、ロータリー
の認知度とイメージ向上について具体的方策を検討、実行をしていくようご指示いただき
ました。

　また、地区方針、地区ビジョンを改めて示された上で、五つの行動指針についての活動
に対する評価もいただきました。

　さらに、ガバナー補佐の４回のクラブ訪問をもって、各クラブとの連携を密にしていく
お考えを示されました。

　そして、ガバナー賞対象の会員増強と米山記念奨学事業の二つのテーマについてアドバ
イスをいただきました。

　最後に、Ｍｙ　Ｒｏｔａｒｙへの登録のご依頼をされ、お話を締められました。

　神野ガバナーのロータリーに対する熱い思いをお聞きでき、あっという間でしたが貴重
な時間をいただき、今後のロータリー活動の励みになりました。

あまロータリークラブ
クラブ会報委員長
北澤　英一
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第2760地区 ガバナー公式訪問 4

ガバナー公式訪問4 名古屋名南・東南　8/29

　8 月 29 日（火）午後 6 時 30 分から、名古屋マ
リオットアソシアホテル 16 階アゼリアにて、名
古屋東南ロータリークラブ・名古屋名南ロータ
リークラブ合同でガバナー公式訪問例会を開催い
たしました。

　例会に先立ちまして、午後 5 時 30 分より神野重行ガバナー・加藤定伸地区幹事をお迎
えして、両クラブ会長・幹事による懇談会を行いました。クラブ内の活動に対するアドバ
イスや考え方、また励ましのお言葉を頂き、また、地区活動方針のお考え方や改革に向け
ての問題点等様々なお話をお聞かせ頂きました。

　公式訪問の例会の講話では、自分たちのクラブの 5 年後、10 年後がどのようになって
いるのか。また国際奉仕活動の自己点検、そして若い新入会員や女性会員を誘致しやすく
するために、例会日時の再検討等、イアン H．S．ライズリー国際ロータリー会長方針を
わかりやすくご説明いただきました。このガバナー公式訪問が、両クラブ会員の深い理解
につながった例会で終えられたことに、心より感謝申し上げます。



　　ー GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2017 9

第2760地区 ガバナー公式訪問 5

ガバナー公式訪問5 碧南・高浜　8/30

　８月３０日（水）衣浦グランドホテルにおいて神野重行ガバナー、加藤定伸地区幹事、
山田晃也地区スタッフをお迎えし碧南、高浜、両クラブ合同でガバナー公式訪問を開催し
ました。

　セレモニー前の懇談会では神野ガバナーより地区への要望、質問に始まり両クラブ会長、
幹事へ入会理由と入会して得たものなどの問いかけにリラックスした雰囲気の中で活発な
意見交換となりました。

　定刻の１２時３０分より始まった合同例会の卓話ではＲＩ会長テーマ「ロータリー：変
化をもたらす」について、ロータリーは自らの職業の倫理性を高め、それを通して「世界
でよいことをしよう」という理念を変えることなく、私共の志、自分たちの奉仕活動を周
りの方にもっと伝播していくことが求められているのではないか。奉仕という行動を通じ
て自分自身を含め人々の人生に変化をもたらすこととメッセージ説明をされ、続いて地区
方針「今日からのロータリーを楽しもう！」地区ビジョン「１０年後、２０年後も地区の
輝きが持続可能である」と致し５つの行動指針、クラブ中期計画策定のためのクラブ戦略
委員会の設置、クラブと地区の行事への参加、周りへの積極的働きかけ、ロータリーファ
ミリーとの連携強化、会員増強を力強くお話ししていただき結びにＷＦＦの参加、Ｍｙ 
Ｒｏｔａｒｙへの登録５０％のお願いで閉会となりました。両クラブロータリアンにとっ
て素晴らしいガバナー公式訪問でした。

会長幹事懇談会記念撮影 会長幹事懇談会の様子

例会（入場） 例会（卓話）
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第2760地区 ガバナー公式訪問 6

ガバナー公式訪問6 犬山・小牧・岩倉・愛知REC・江南 8/31

　8 月 31 日 ( 木 ) 名鉄犬山ホテルにおきまして、
神野重行ガバナー、加藤定伸地区幹事、小酒井比
呂志地区副幹事をお迎えしてガバナー公式訪問
( 犬山 RC・小牧 RC・岩倉 RC・愛知 REC・江南
RC 合同 ) が開催されました。

　例会前 11 時 30 分から会長幹事懇談会が行われ、前半はガバナーへの質問を、後半は全
ての会長・幹事に RC への入会経緯や入会して良かったことの発言を求められました。

　129 名のメンバーが出席した公式訪問の卓話では、最初に白熊の画像が映し出され、メ
ンバーの興味を抱いて始まり、イアン H.S. ライズリー RI 会長のテーマ「変化をもたらす」
の要約について「奉仕という行動を通じて、自分自身を含めて人々の人生に変化をもたら
そう」とお話しされました。そして、「一人一本の植樹」への各クラブの取り組みについ
て高く評価していただきました。2760 地区の状況について、会員の年齢 40 歳未満が 5%
であることと、女性比率が 4.1% であることが他の地区と比べて少ないことをあげ、RC
の認知度と公共イメージの向上に取り組み、10 月に開催される WFF への積極的な参加、
そして 5 年後 10 年後を見据えて戦略委員会を作り取り組んでいただき、メンバー一人一
人の My Rotary の登録をお願いされ話を終えられました。

　各クラブが今後何をしていくべきか、今何を行動すべきかを今一度考えるガバナーの卓
話でした。神野ガバナーのご訪問、メンバー一同心より感謝申し上げます。

ホスト江南 RC　 8月31日 (木 )
江南 RC 幹事
猪子　明
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第2760地区 ガバナー公式訪問 7

ガバナー公式訪問7 蒲郡・豊川宝飯　9/1

　9 月 1 日（金）に蒲郡クラシックホテルに於
いて豊川宝飯ロータリークラブと蒲郡ロータ
リークラブの合同例会としてガバナー公式訪問
例会が開催されました。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　神野ガバナーは、東三河にご縁があり、当ホ
テルにも若い時にご家族とよく訪問され、会長
幹事懇談会の前に周囲を散策され大変懐かしく思われたそうです。懇談会も和やか雰囲気
で始まりました。両クラブの活動方針を説明させて頂きました。ガバナーよりクラブ戦略
委員会、公共イメージ向上、会員増強等、多岐にわたるご指導頂きました。ロータリーの
入会動機、新入会員にロータリーの魅力をどう伝えますか。

　そして、来年、蒲郡の地で開催される地区大会への期待と激励のお言葉を頂きました。
例会では、蒲郡の鈴木会長からイアンＨ．S．ライズリー会長がこの時代にふさわしい我々
ロータリーの代表である事を 3 つの視点で話されました。ＲＩテーマ「ロータリー：変化
をもたらす」の意味をあらためて理解することが出来ました。そして、地区方針「今日か
らロータリーを楽しもう！」について、クラブの独自性が認められている今、規定の見直
しも含め、クラブの将来のビジョンを考え、如何に行動し、ロータリー活動に楽しみを見
つけるかが必要になると語られました。
　
　落ち着いた中にも熱い思いが感じられ大変有意義な例会となりました。
有難う御座いました。
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第2760地区 ガバナー公式訪問 8

ガバナー公式訪問8 名古屋中・栄・大須　9/4

　平成２９年９月４日（月）名古屋観光ホテルにおいて、神野重行ガバナー、加藤定伸地
区幹事をお迎えしガバナー公式訪問を開催しました。

　事前懇談会では、神野ガバナーよりロータリークラブの歴史などから始まり、今年度の「地
区方針」や「会員増強」について意見交換が行われました。また、各クラブ会長、幹事に
どうしてロータリーに入会したか？ロータリーに入会して良かったことなども話し合いま
した。

　例会卓話では神野ガバナーが、まず最初に RI 会長のイアン・ライズリーさんの今年度
のテーマ「ロータリー：変化をもたらす」についてお話されました。続いて今年度の地区
方針「今日からロータリーを楽しもう」について話され、地区のビジョン「１０年後２０
年後も地区の輝きが持続可能であること」についても熱く語られました。

　今回のガバナー公式訪問では大変有意義な３ロータリー合同例会になり感謝申し上げ
ます。

３RC合同例会
坪井進悟会長・岩月雅章幹事（名古屋中RC）
岡村隆徳会長・春日井和良幹事（名古屋大須 RC）
大野友三会長・牧野博和幹事（名古屋栄 RC）
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第2760地区 ガバナー公式訪問 9

ガバナー公式訪問9 稲沢・名古屋清須・尾張中央　9/6

　稲沢ＲＣ、名古屋清須ＲＣ、尾張中央ＲＣの３
クラブ合同で平成２９年９月６日（水）１１時か
らガバナー公式訪問を開催しました。

　まず会場である尾張大國霊神社の御本殿で正式
参拝を行いガバナーに玉串奉奠をしていただきま
した。その後本殿と裸祭で有名な儺追殿をご案内しました。

　続いて１１時半からガバナー・地区幹事・地区副幹事と３クラブの会長・幹事による懇
談会を開催しました。ロータリーの細則規定変更による各クラブの自由度の是非に話が及
びました。またロータリーへの入会動機と印象に残る活動内容について発表を行いました。
その後１２時半から３クラブの合同例会という形式で黙祷に始まり点鐘、開会の辞、国歌
斉唱、奉仕の理想唱和、お客様紹介、ホストクラブ会長挨拶と進み、会食を行った後、出
席者報告と幹事報告を行い、ガバナーによる卓話を頂戴しました。

　卓話ではＲＩ会長よりのメッセージが伝えられ、地球環境問題に取り組むための植樹活
動の重要性、我々の行動によって周りも変えようという職業奉仕の再認識を確認されまし
た。続いてロータリーの未来を見据えた問題提起をされ戦略委員会の重要性を述べられま
した。またロータリーは世界一評価を受ける団体であるにもかかわらず一般の認知度が少
なく活動内容の理解度も不十分な点を挙げられマスコミによる積極的なＰＲの必要性を説
かれました。そしてＲＩ会長メッセージを受けた地区方針である「今日からのＲＣを楽し
もう」の意味を解説いただき、活動の持続可能性の大切さにも言及されました。ガバナー
補佐の４回のクラブ訪問、ＷＷＦへの参加依頼、各クラブの会員増強の必要性も話されま
した。ガバナー賞に挑戦してほしい旨や米山奨学生委員会に対する寄付の重要性とまわり
まわってその寄付が社会貢献につながっている意味についてもご教授いただきました。最
後にマイロータリーへの登録についてお願いがありました。

　卓話の後閉会の辞、閉会点鐘を行い、クラブ毎に写真撮影をして解散しました。
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第2760地区 ガバナー公式訪問 10

ガバナー公式訪問10 豊田・豊田東・豊田中　9/7

　平成２９年９月７日、ホテルトヨタキャッ
スルにおいて豊田、豊田東、豊田中の３ロー
タリークラブ合同にてガバナー公式訪問を開
催しました。地区からは神野ガバナー、加藤
定伸地区幹事、山田晃也地区スタッフが来訪
され、例会前の懇談会から和やかな雰囲気で
ミーティングが進み、３クラブが抱える悩み
事に対し、神野ガバナーからアドバイスをい
ただき、率直な意見交換ができました。例会
では、神野ガバナーのニックネーム「白くま」の由来などユーモアあふれる話題から卓話
が始まり、イアンライズリーＲＩ会長の掲げるテーマ「ロータリー　変化をもたらす」を
私たちにも分かりやすく噛み砕いて説明いただきました。具体的には、第１にロータリー
として初めて地球環境問題に対する行動を提案、第２に我々ロータリアンが行動すること
により周囲の行動を変えていこうという考え、第３に将来にわたるロータリーが抱える課
題や問題点を指摘したということです。また、ＷＦＦについての協力、クラブメンバーの
３％増、米山記念奨学事業に対する貢献などガバナー賞に果敢に挑戦すること、そしてマ
イロータリーへの登録などを要請され、最後に、来年６月２４日、トロント国際大会のガ
バナーナイトでの再会を期され、卓話を締めくくられました。大変意義のある公式訪問と
なりました。ありがとうございました。

開催日時	 平成２９年９月７日（木）　１１：３０～１３：３０
開催場所	 ホテルトヨタキャッスル
開催クラブ	 豊田ロータリークラブ、豊田東ロータリークラブ、豊田中ロータリークラブ
報告者	 豊田ロータリークラブ　幹事　村上雅則
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2017年 8月27日（日）
於：星城大学リハビリテーション学院

第2760地区

第７期
「2760地区ＲＬＩ会長エレクト研修」
パートⅠ 地区研修実行委員会　副委員長

古田嘉且

第７期 2760 地区ＲＬＩ会長エレクト研修パー
トⅠが､ 8 月 27 日 ( 日 ) 午前 9 時 30 分より、ク
ラブ会長エレクトを受講対象者として、神野重行
ガバナーを始め、多数の地区役員の皆様にご臨席
賜り、星城大学リハビリテーション学院に於いて
実施された。

冒頭、神野重行ガバナーから「ＲＬＩは、ロー
タリーの指導者開発。各クラブの実情を知り、同
期会長の意見を聞いて、意識を高めて頂くことが
目的である。」と、また、近藤雄亮地区研修リーダー
からは、「今日出席の方々はクラスメート。クラ
スメートだから胸襟を開いて、アイディアを交換
し、多くの方々と知り合ってほしい。」とご挨拶
を頂いた。

更に、村井總一郎ガバナーエレクトは、「今年
度のＲＬＩ会長エレクト研修は、知識を深める研
修から、情報交換の場とする研修へ変えている。
それは、会長となる意識に気付いて頂くためでもある。」と、ＲＬＩの特性について説明をし
て頂く挨拶をされた。

基礎知識講座に続いて、午前 10 時 35 分より、1 セッション 40 分間の分科会を６セッション
同時進行し、リーダーシップ、ロータリー活動の理念、職業奉仕、ロータリー財団、会員増強、
奉仕プロジェクト等、6 分科会で研修を行った。

研修を終えた出席者からは、「会長エレクトとしての心構えが出来た」「他クラブの事例、考
え方等を知ることが出来、参考になった」「比較的、
突っ込んだディスカッションが出来、勉強になっ
た」等の感想があり、概ね好評であった。

全会議終了後に、神野重行ガバナーより講評を
頂き、出席された地区委員会委員長、地区研修実
行委員会に対しての感謝の言葉も頂戴した。その
後、受講者一人一人に、修了証を授与して頂き、
午後 5 時に閉会した。
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第2760地区

第１回青少年交換オリエンテーション
及び交流会

地区青少年交換委員会　委員長

髙木政義

夏は青少年交換活動の区切りの季節です。夏のセント
レアは、日本での思い出一杯の海外への帰国生、大き
な経験で自信に満ちた海外からの帰国生、これから１
年間海外で生活する期待が溢れる顔の派遣生そして不
安顔の来日学生達が往来する場となります。８月２６
日（土）２７日（日）第１回のオリエンテーション、
交流会が大府の「あいち健康の森」で開催されました。
毎年恒例のこの行事は３グループの学生を対象とする
ものです。第１グループは「派遣候補生」８名です。
来年の夏に派遣国に出国するまで研修を続けます。ロー
タリークラブの基礎的な知識、青少年プログラムの仕
組みから始まり渡航までの間に必要な事項について勉
強します。危機管理関係も含まれます。第２グループは受入学生（INBOUND）１０名です。
まさに来日したばかりです。これからの１年間日本での生活に必要な情報を伝達します。その
なかでもホストファミリーに関連する事案は特に重要です。ホストファミリーは全く環境の異
なる世界から来た学生と生活をともにするのですから、当初は相当緊張するかもしれません。
第３グループは１年間の海外生活を終えて帰国した学生１０名です。９月１８日（月）に「青
少年サミット」がキャッスルプラザホテルで開催され、ここで帰国報告がなされました。その
ための発表資料の検討をします。この検討会には昨年までに帰国した学生（ROTEX、学友）
が参加して厳しい意見を出します。夕食後はすべての学生による“交流会”です。派遣候補生
にとっては海外の情報を得る絶好の機会であります。この夜、健康の森で花火大会があり、間
近で花火を堪能することができました。

２日目は午前中帰国報告が参加者全員で検討されました。午後は近くのぶどう園でぶどう狩
りとなりました。こうして受入学生、派遣候補生のプログラムがスタートしました。今後も皆
様の支援よろしくお願いいたします。

2017年 8月26日（土）・27日（日）
於：「あいち健康の森」
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第2760地区

指導者育成セミナー報告

地区研修実行委員長

早川和男

２７６０地区の本年度の『指導者育成セミナー』
が９月９日（土）午後２時３０分より名鉄グランド
ホテルで行われました。出席者は地区内クラブの会
長の皆さんで、講演者として第２ゾーン公共イメー
ジコーディネーターで横須賀ロータリークラブの渡
辺治夫様をお迎えしました。

初めに、近藤研修委員会委員長の講演者紹介に続
き、渡辺コーディネーターが「クラブ運営とロータ
リーの多様性」という演題で講話をされました。そ
の内容の要旨を書いていきます。

初めに、ゾーンという区域分けについてとゾーンコーディネーターの役割について話されま
した。また、ロータリーの根本は一つ一つの「クラブ」であり、そのクラブ運営こそがロータリー
の根幹です。ところがそのクラブ運営に昨年、革命的なことが起きました。それが規定審議会
によるクラブ運営に大幅な柔軟性を認める決定です。

なぜこのような決定がなされたかというとロータリーがこれからの時代に対応するためであ
り、ロータリーの未来に対しての備えであろうとのことでした。

会員数の減少や平均年齢の高齢化の問題に悩む国のロータリークラブにとっては、例会方法、
会員資格、クラブへの参加方法などについてクラブが決定できる柔軟性が多ければ多いほどク
ラブに活気が生まれ成長する傾向にあると話されました。

次に、柔軟な発想を持つことができなかった企業の失敗例、持つことが出来た企業の成功例
を挙げて柔軟な発想の大切さを話されました。

次に「ロータリーの多様性」ということで役職や経歴などの限定的な条件がなくなった事に
より、ロータリアンがどういった人の集まりなのかが前面に押し出されたことになりました。
そして、ロータリーの多様性と可能性を広げるには女性会員の比率の向上を目指すことが必要
であるとまとめられました。そして、戦国大名の黒田勘兵衛の「水五訓」を柔軟性と多様性の
重要性ということの例に出して話されました。

聞かれた地区内クラブの会長の方々からは、「とてもわか
り易い話だったので感動した」「特に物は見える角度により
異なるという話、また、水五訓などを例に出されて話された
ので、通常は聞いていてはわかりづらいところが頭の中でき
ちんと整理されたような気がした」との声が聞かれました。

その後、神野ガバナーよりお礼のご挨拶があり、午後５時
に閉会しました。

2017年 9月9日（土）
於：名鉄グランドホテル
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第2760地区

【連載】

クラブ紹介（1 回目）

大府ロータリークラブは 2003 年 4 月 10 日に設立されて以来、「奉仕の理念の実践」と「会
員相互の親睦」を大きな柱として活動し本年で 15 周年の節目を迎えます。

クラブを支えて来られた諸先輩や現在の会員の方々を含む多くの関係者へ、心から敬意を
表しますと共に感謝申し上げます。

設立当初のチャーターメンバーは 28 名でスタートを切りましたが、その後紆余曲折があり
最も少ない時で会員数 16 名まで減少してしまいました。ただし、小人数での運営ではあり
ましたが、多くの奉仕活動を実践して参りました。設立当時より 8 年間に渡るフィリピン バ
レンズエラＲＣ（国際ロータリー第 3800 地区）
との共同によるＷＳＣ活動、青少年育成では親
クラブである東知多ＲＣとの共催の「ロータ
リー旗争奪 21 世紀少年野球大会」の開催、地
域においては大府市社会福祉協議会の協力のも
と、「身体障がい者とのボウリング大会」や「心
身障がい児者クリスマス会」などは設立以来続
く大府市の恒例事業として定着し大府ロータ
リークラブの名を多くの市民の皆様方に知って
頂く活動の事業になっております。

小人数の弱小クラブであるが故の特典としましては、各会員が多くの役職を経験できると
ころにあると思います。我がクラブには15年という短い歴史の中に2度の会長経験者が3名、
ガバナー補佐経験者が本年度を入れて 2 名、またほぼ全員が複数回の委員長経験者ばかりで、
例えば入会 2 年目の者が委員長に抜擢されても、その委員会には経験者や先輩会員ばかりな
ので委員長を完全サポートし、スムースな委員会活動を行うことが出来ています。その結果
入会間もないメンバーでもロータリー活動の本質に触れることが可能で理解も深まり早い時
期での「ロータリーの魅力」の発見に寄与していると思います。

大府ロータリークラブ会長 

笹田栄治

大府ロータリークラブ
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この 2 年ほどで新入会員が 9 名増え会員数の 3 分の 1 以上が入会 3 年未満者となり、当会
は新陳代謝機能の優れたクラブとなりました。公共イメージ向上の一翼としてクラブのフェ
イスブックページを早くから立ち上げたり、入会見込みのある方々をお招きしたゆったり例
会（夜間に懇親をメインとした例会）の開催。更には「入会見込み者になるであろう！」と
いう方々とメンバー有志による毎月 1 回の「増強懇親会」ここでは特にロータリー入会への
お誘いは一切行わず、ただ我々とより一層親しくなって頂く事を目的に開催しています。こ
の活動は長期戦略的に増強活動を行い近い将来その中から一緒に活動して頂けるメンバーが
現れることを期待した持続可能な増強活動と信じて行っています。

皆さん東京オリンピック・パラリンピック開催の頃、若しくはリニモ開通の頃の大府ロー
タリークラブに大いに期待して下さい。

【連載】クラブ紹介（1 回目）大府ロータリークラブ
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第2760地区

第1回次期ガバナー補佐研修会議 開催
のご報告

第 2760 地区 2017-18 年度
ガバナーエレクト

村井總一郎

第2760 地区 2017-18 年度
次期地区幹事

佐々木利政

2017 年 7 月 24 日（月）、第１回次期ガバナー補佐研修会議がホテルアークリッシュ豊橋にて
開催され、村井總一郎ガバナーエレクト、加藤陽一次期研修リーダーと８名の次期ガバナー補
佐の皆さんが初めて顔を合わせる場となりました。次期分区幹事の皆さんと次期地区スタッフ
も紹介をされ、緊張感を持ちながらも和やかな雰囲気の中で第一歩を踏み出しました。しっか
りと準備をして当該年度を迎えるべく努力いたしますので、ご協力のほどよろしくお願い致し
ます。

次期ガバナー補佐のご紹介
（担当分区）	 （ガバナー補佐）	 （分区幹事）	 （所属ロータリークラブ）

南尾張分区	 熊澤　岌	 日髙　啓治	 東知多ロータリークラブ
西尾張分区	 和田　典之	 池戸　賢治	 名古屋清須ロータリークラブ
東尾張分区	 加藤　久仁明	 成瀬　浩康	 春日井ロータリークラブ
西名古屋分区	 渡邉　一平	 星野　信利	 名古屋中ロータリークラブ
東名古屋分区	 長瀬　輝代之	 伊藤　陽介	 名古屋守山ロータリークラブ
東三河分区	 松井　準治	 鈴木　美仁	 田原パシフィックロータリークラブ
西三河中分区	 鈴木　正輝	 中野　喜之	 豊田三好ロータリークラブ
西三河分区	 寺部　保美	 杉山　敏幸	 三河安城ロータリークラブ

2017年 7月24日（月）
於：ホテルアークリッシュ豊橋
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第 1 回次期ガバナー補佐研修会議 開催のご報告

次期地区スタッフのご紹介
地区副幹事	 冨田佳央	 地区副幹事	 近藤　眞	 地区副幹事	 縣　政行
地区副幹事	 高須博久	 地区副幹事	 牧野　渉	 地区副幹事	 宮田正人
地区副幹事	 佐藤裕彦	 地区副幹事	 松坂良太	 地区会計長	 池田　至
地区監事	 上村健介	 地区副監事	 石黒　功	 地区事務長	 紅林友昭

ガバナーエレクト事務所開設のお知らせ
下記の通り、ガバナーエレクト事務所を開設いたしました。

ガバナーエレクト事務所
〒460-0003 
名古屋市中区錦二丁目15 番15 号 豊島ビル3 階 
TEL 052-203-2760  FAX 052-201-1670
 e-mail governor18-19@rotary2760.org

※執務時間 10：00 ～ 17：00 ※土曜・日曜・祝日は休ませていただきます。
※なお、当事務所は 2018 年 7 月よりガバナー事務所となります。



GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2017 ー22

2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事
阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事
⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事

⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○
⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事
吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）
花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事
⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○

⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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2017-18年度 第2760地区
マイロータリアン一覧

本年度のマイロータリアンの一覧を掲載します。マイロータリアンの方は、各クラブで
メンバーのマイロータリー登録促進のため、登録のお手伝いをして下さればと思いますの
で、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

また、地区公共イメージ向上委員会では、「マイロータリーの活用に関して」の卓話も、
機会があればご提供させていただければと思っています。

必要があれば、どうぞお声がけをお願いいたします。

地区公共イメージ向上委員会　委員長

池森由幸（名古屋千種）

2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事

阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事

⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事
⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○

⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事

吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）

花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事

⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○
⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事
阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事
⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事

⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○
⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事
吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）
花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事
⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○

⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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名古屋

名古屋中

名古屋みなと

名古屋⻄西

名古屋南
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碧南

岡崎南

豊⽥田⻄西

岡崎東
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2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事
阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事
⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事

⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○
⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事
吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）
花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事
⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○

⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事

阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事

⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事
⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○

⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事

吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）

花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事

⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○
⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事
阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事
⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事

⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○
⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事
吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）
花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事
⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○

⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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2017-‐‑‒18年年度度 地区公共イメージ向上委員会

分区 クラブ名 お名前 性別 フリガナ 役  職 留留任
⻘青葉葉 　憲⼀一 男 アオバ　ケンイチ クラブ広報委員⻑⾧長
古市 　晃久 男 フルイチ　アキヒサ 2017-‐‑‒18年年度度幹事
⽔水野 　隆芳 男 ミズノ　タカヨシ 2018-‐‑‒19年年度度幹事

常滑滑 常 　  春 男 ツネ　ハル ○
佐野 　宏樹 男 サノ　ヒロキ 幹事
⼩小野 　偉稔 男 オノ　ヨリトシ 副幹事
寺野 　伸⼀一 男 テラノ　シンイチ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

東知多 間瀬 　健市 男 マセ  ケンイチ 副幹事
松林林 　信吾 男 マツバヤシ　シンゴ 幹事
蜷川 　勝⼰己 男 ニナガワ　カツミ 次年年度度幹事
林林 　 　秀⼈人 男 ハヤシヒデト クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
河村 　和知 男 カワムラ　カズチカ 幹事

阿知波 　久晴 男 アチワ　ヒサハル 副幹事
中本 　和則 男 ナカモト　カズノリ 幹事 ○
中野 　亮亮太 男 ナカノ　リョウタ 公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
関⼾戸 　徹 男 セキド　トオル 幹事
村⼿手 　誠 男 ムラテ　マコト 例例会場（⼩小）委員⻑⾧長 ○

津島 猪飼 　充利利 男 イカイ　アツトシ 幹事
上⽥田 　芳敬 男 ウエダ　ヨシノリ 幹事

⽔水⾕谷 　英⼀一郎郎 男 ミズタニ　エイイチロウ 副幹事
⼀一宮北北 森 　 　通保 男 モリ　ミチヤス 研修委員 　IT担当 ○

⼭山⽥田 　典永 男 ヤマダ　ノリエイ 幹事
⾼高桑 　宏幸 男 タカクワ　ヒロユキ 副幹事
吉川 　貴祥 男 ヨシカワ　タカヨシ 広報会報委員⻑⾧長

あま ⽥田邊 　正紀 男 タマベ　マサノリ 幹事
名古屋清須 後藤 　 　稔 男 ゴトウ　ミノル 広報委員会 ○
尾張中央 冨⽥田 　昭夫 男 トミタ　アキオ 幹事

永⽥田 　 　正 男 ナガタ　タダシ ロータリー研修委員⻑⾧長
⻑⾧長橋 　國和 男 ナガハシ　クニカズ 幹事
⼭山⽥田 　秀代 ⼥女女 ヤマダ　ヒデヨ 次年年度度幹事 ○
⼭山⽥田 　 　拓拓 男 ヤマダ　ヒロム 次年年度度幹事
加藤 　克⼰己 男 カトウ　カツミ 公共イメージ委員⻑⾧長
保浦 　博志 男 ホボ　ヒロシ 会報委員⻑⾧長 ○
藤井 　友喜 男 フジイ　トモキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

江南 古池 　隆典 男 コイケ　タカノリ ○
⼩小⾕谷 　達也 男 コタニ　タツヤ 幹事
⼭山本 　邦夫 男 ヤマモト　クニオ 次年年度度幹事
古屋 　義夫 男 フルヤ　ヨシオ 会報広報ＩＴ委員⻑⾧長
⼩小川 　茂徳 男 オガワ　シゲノリ 雑誌資料料委員⻑⾧長
桜井 　雅博 男 サクライ　マサヒロ 副幹事 ○
菊⽥田 　利利昭 男 キクタ　トシアキ 幹事
松本 　雅⼈人 男 マツモトマサト 幹事
安川 　正勝 男 ヤスカワマサカツ 副幹事
和佐⽥田 　強 男 ワサダ　ツヨシ 幹事 ○
伊藤 　敦司 男 イトウ　アツシ 副幹事

岩倉 野崎 　    要 男 ノザキ　カナメ クラブ広報委員⻑⾧長
堀⽥田 　    徹 男 ホッタ　トオル 会報・広報・雑誌・IT・記録保存委員⻑⾧長

⽵竹内      淑江 ⼥女女 タケウチ　トシエ 幹事
岩⽥田      貴⼦子 ⼥女女 イワタ　タカコ 副幹事

愛知⻑⾧長久⼿手 ⽇日野 　典⼦子 ⼥女女 ヒノ　ノリコ 広報雑誌委員⻑⾧長
于 　 　咏 ⼥女女 ウエイ 幹事

吉⽥田 　 　紘 男 ヨシダヒロシ 広報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　雅弘 男 スズキマサヒロ クラブ奉仕管理理運営委員
中野 　義久 男 ナカノ　ヨシヒサ 幹事
川村 　晃司 男 カワムラ　コウジ 副幹事
唐渡 　雅⾏行行 男 トワタリ　マサユキ 広報委員⻑⾧長
服部 　    徹 男 ハットリ　トオル 幹事
傍嶋 　誠⼀一 男 ソバジマ　セイイチ 次年年度度幹事（現副幹事）
⻄西本 　⼀一幸 男 ニシモトカズユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長

伊東 　万樹也 男 イトウマキヤ 幹事
遠⼭山 　孝次 男 トオヤマコウジ 副会⻑⾧長（クラブ奉仕委員⻑⾧長） ○
柳柳澤 　講次 男 ヤナギサワコウジ 幹事
棚橋 　 　顯 男 タナハシアキラ 副幹事
沼野 　 　明 男 ヌマノ　アキラ 親睦活動委員 ○
尾本    和弘 男 オモトカズヒロ 幹事エレクト ○
織⽥田    敏之 男 オダトシユキ クラブ情報委員⻑⾧長
岩⽉月 　雅章 男 イワツキ  マサアキ 幹事
⼭山⽥田 　典廣 男 ヤマダ  スケヒロ 副幹事
萩原 　浩⾏行行 男 ハギハラ  ヒロユキ 広報・雑誌委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　健司 男 スズキ　ケンジ クラブ広報委員⻑⾧長
湯澤 　信雄 男 ユザワ　ノブオ 副幹事
安岡 　克明 男 ヤスオカ　カツアキ クラブ広報委員
⼤大原 　敏正 男 オオハラ　トシマサ 公共イメージ向上委員⻑⾧長

春⽇日井 　和良良 男 カスガイ　カズヨシ 幹事
杉本 　忠夫 男 スギモト　タダオ 副幹事
牧野 　博和 男 マキノ　ヒロカズ 幹事
岡崎 　達也 男 オカザキ　タツヤ 副幹事
松浦 　和典 男 マツウラ　カズノリ 広報・危機管理理委員⻑⾧長
加藤 　英敏 男 カトウ　ヒデトシ 幹事
川瀬 　 　悟 男 カワセ　サトル 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
⼩小野沢 　透 男 オノザワ　トオル クラブ情報委員⻑⾧長
加藤      友康 男 カトウ　トモヤス ⻘青少年年奉仕副委員⻑⾧長（地区スタッフ）

今村 　昌根 男 イマムラ　マサモト IT委員⻑⾧長 ○
⻄西川 　 　博 男 ニシカワ　ヒロシ IT副委員⻑⾧長 ○

中部名古屋みらい 桂川 　将典 男 カツラガワ　マサノリ 幹事
名古屋北北 朝倉 　淳⼀一 男 アサクラジュンイチ 副幹事 ○

安井 　元司 男 ヤスイ　モトシ 幹事
⾺馬場 　善志雄 男 ババ　ヨシオ 副幹事
佐治 　 　勝 男 サジ　マサル 広報委員⻑⾧長
藤原 　浩章 男 フジワラ　ヒロアキ クラブ会報委員⻑⾧長 ○
加藤 　忠晴 男 カトウ　タダハル 幹事
⽥田中 　友次 男 タナカ　ユウジ 副幹事
福⽥田 　哲三 男 フクダ　テツゾウ 幹事（2017-‐‑‒18）

花橋 　⽇日出夫 男 ハナハシ　ヒデオ クラブ会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
加藤 　 　令令 男 カトウ　レイ 幹事
伊藤 　友司 男 イトウ　ユウジ 副幹事
奥 　 　佳澄 男 オク　ヨシズミ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
奥 　 　⼀一郎郎 男 オク　イチロウ ＩＴ委員⻑⾧長
梅本 　祐樹 男 ウメモト　ユウキ ⻘青少年年奉仕委員⻑⾧長 ○

名古屋名北北 ⾜足⽴立立 　陽⼀一郎郎 男 アダチ　ヨウイチロウ 会報・広報・雑誌委員⻑⾧長
池森 　由幸 男 イケモリ　ヨシユキ 地区公共イメージ向上委員⻑⾧長 ○
⼩小林林 　英毅 男 コバヤシ　エイキ 前年年度度クラブ広報委員⻑⾧長 ○
吉⽥田 　   　⽞玄 男 ヨシダ　　ワタル 会⻑⾧長
福井 　浩道 男 フクイ　ヒロミチ 幹事
林林 　 　永芳 男 ハヤシ　ナガヨシ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
伊藤 　 　  衛 男 イトウ　マモル 幹事
巣⼭山 　公康 男 スヤマ　キミヤス 副幹事
林林 　      俊孝 男 ハヤシ　トシタカ インフォメーション委員⻑⾧長 ○
⽯石井 　弘⼦子 ⼥女女 イシイ　ヒロコ 副会⻑⾧長
福井 　志保 ⼥女女 フクイ　シホ 親睦活動・家族委員⻑⾧長

名古屋東⼭山 松野 　⼀一彦 男 マツノ　カズヒコ 奉仕プロジェクト委員 ○
名古屋葵 吉⽥田 　⿓龍龍宏 男 ヨシダ　タツヒロ 国際奉仕委員⻑⾧長 ○

藤⾕谷 　 　猛 男 ﾌｼﾞﾀﾆ　ﾀｹｼ 会⻑⾧長
深⾒見見 　礼⼦子 ⼥女女 ﾌｶﾐ　ﾚｲｺ 幹事
福井 　 　敬 男 フクイ　タカシ 幹事
岩瀬 　 　清 男 イワセ　キヨシ クラブ運営委員⻑⾧長

蒲郡 太⽥田    哲也 男 オオタ　テツヤ ○
松尾 　浩志 男 マツオヒロシ 幹事
⾦金金森 　正芳 男 カナモリマサヨシ 副幹事
寺部 　重⼈人 男 テラベ　シゲト 会⻑⾧長
⽥田中 　粋⼈人 男 タナカ　キヨト 幹事
鈴鈴⽊木 　和夫 男 スズキ　カズオ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
池⽥田 　哲朗 男 イケダ　テツロウ 副幹事(次期幹事)

⽥田原 ⾼高崎 　雄三 男 タカサキ　ユウゾウ クラブ広報委員⻑⾧長
豊橋南 内⽥田 　圭介 男 ウチダ　ケイスケ クラブ職業奉仕委員⻑⾧長
新城 松井 　章泰 男 マツイ　アキヤス クラブ会報広報雑誌委員⻑⾧長

宮本 　智弘 男 ミヤモト　トモヒロ 幹事
下⽥田 　祐宏 男 シモダ　マサヒロ 会報委員⻑⾧長
⾼高桑 　 　耐 男 タカクワ　タイ 2017-‐‑‒18 　クラブ副会⻑⾧長 ○
林林 　 　博宣 男 ハヤシ　ヒロノリ 2017-‐‑‒18 　クラブ幹事
尾崎 　雅輝 男 オザキマサテル 広報委員⻑⾧長
杉⽥田 　和俊 男 スギタカズトシ 副幹事

⽥田原パシフィック 坪井 　昭憲 男 ツボイ　ショウケン クラブ広報委員⻑⾧長
柳柳瀬 　秀昭 男 ヤナセ　ヒデアキ 幹事
福井 　知裕 男 フクイ　トモヒロ 副幹事

岡崎 杉浦 　健太郎郎 男 スギウラ　ケンタロウ クラブ広報委員⻑⾧長
村上 　雅則 男 ムラカミ　マサノリ 幹事
太⽥田 　雄介 男 オオタ　ユウスケ 事務局委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　博⽂文 男 スズキ　ヒロフミ 幹事
今泉 　孝朗 男 イマイズミ　タカオ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上・雑誌委員⻑⾧長
永⽥田 　圭⼀一 男 ナガタ　ケイイチ クラブ会報委員⻑⾧長
近藤 　正⾏行行 男 コンドウ　マサユキ 副幹事
岩⽉月 　善尚 男 イワツキ　ヨシヒサ 副幹事
春名 　祐樹 男 ハルナ　ユウキ 公共イメージ向上委員⻑⾧長
佐藤 　寿⾏行行 男 サトウ　カズユキ 公共イメージ向上副委員⻑⾧長 ○
坂野     　弘 男 バンノ　ヒロシ　 次年年度度幹事

豊⽥田東 横⼭山 　克則 男 ヨコヤマ　カツノリ 社会奉仕委員⻑⾧長 ○
永井 　量量基 男 ナガイリョウキ 会⻑⾧長
柴⽥田 　仙功 男 シバタノリヨシ 幹事
永⾕谷 　和之 男 ナガヤカズユキ 副幹事
原⽥田 　愛輝 男 ハラダヨシキ 広報雑誌会報委員⻑⾧長
鈴鈴⽊木 　克尚 男 スズキカツヒサ 会⻑⾧長エレクト ○
廉澤 　紀彦 男 カドサワノリヒコ 副幹事

豊⽥田中 横地 　 　朗 男 ヨコチ　アキラ 幹事
加藤 　謙⼀一 男 カトウ　ケンイチ 副幹事（次年年度度幹事）
⼭山下 　智⼰己 男 ヤマシタ　トモミ 公共ｲﾒｰｼﾞ・向上委員⻑⾧長

刈⾕谷 豊⽥田 　貴久 男 トヨダ　アツヒサ 副幹事

成⽥田    孝則 男 ナリタタカノリ 幹事
恒川    憲⼀一 男 ツネカワケンイチ 広報委員⻑⾧長

⻄西尾 ⽝犬塚    宣明 男 イヌヅカ　ノブアキ 幹事
新美    宗和 男 ニイミ　ムネカズ 広報雑誌委員⻑⾧長 ○
岡本    耕也 男 オカモト　コウヤ 出席奨励委員⻑⾧長 ○
近藤 　清隆 男 コンドウ　キヨタカ 幹事

⽥田中 　三千雄 男 タナカ　ミチオ 副幹事 ○
⾼高浜 名倉    隆司 男 ナグラ　タカシ 会報・雑誌・広報委員⻑⾧長
知⽴立立 ⼭山本 　裕嗣 男 ヤマモト　ユウジ クラブ会報委員⻑⾧長

髙須 　 　光 男 タカス　ヒカル 幹事
辻村 　義之 男 ツジムラ　ヨシユキ 広報・雑誌・ﾛｰﾀﾘｰ情報委員⻑⾧長
⼭山本 　雅⼈人 男 ヤマモト　マサヒト 幹事
渡辺 　真⼀一 男 ワタナベ　シンイチ 副幹事
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役に立つかもしれないシリーズ 4「税務編」
上田 和志（名古屋名駅 RC）

今回は、「贈与税についてのお話」をしたいと思います。

　贈与は、単にあげたいということで、身内や第三者にすることがありますが、現
在は、相続対策の一環として贈与の活用をされる方も多くなっています。それは、
贈与税が高いからです。そこで、今回は、そのような贈与について、お話ししたい
と思います。

　1、贈与税

　贈与には、一般の贈与 ( 暦年贈与制度 ) と相続時に清算する贈与 ( 相続時精算課
税制度 ) があります。
　一般の贈与では、１１０万円までが非課税ですが、相続時に清算する贈与では
２５００万円まで非課税です。
　ただ、一般の贈与は、誰でもできますが、相続時に清算する贈与では、６０歳以
上の親が、２０歳以上の子供や孫に贈与する場合にのみ選択することができます。
　次に、それぞれの内容を、少し詳しくお話しします。

　2、一般の贈与（暦年贈与制度）

　一般の贈与は、その年の１月１日から１２月３１日までの間に贈与した額によっ
て課税されます。ご存知のように、その合計額が１１０万円までなら非課税です。
　また、一般の贈与は、相続の際、３年前までに行った贈与については、相続財
産に含めて相続税が課税されます。ですから、亡くなる前の年に、非課税枠であ
る１００万円を贈与していた場合、贈与税はかかりませんが、相続の際、その
１００万円に相続税がかかることになります。もちろん、非課税枠以上の贈与をし
ていて過去に贈与税を支払っている場合は、その分、相続税の額から控除されます。
　3、相続時に清算する贈与（相続時精算課税制度）
　相続時に清算する贈与 ( 相続時精算課税制度 ) とは、贈与の時に税金を支払わな
いで、相続の時に、税金を支払う制度です。贈与時には贈与税を支払わず、相続時
に、この制度を利用して贈与を受けた財産を相続財産に加えて相続税を算出するの
です。
　例えば、平成２９年に１５００万円の贈与、平成３０年に２０００万円の贈与、
合計３５００万円を贈与した場合、この制度を選択すると２５００万円まで非課税
ですから、２５００万円を超えた１０００万円について２０％の２００万円の贈与
税がかかることになります。
　これに対し、一般の贈与では、１５００万円の贈与に対して４５０万５０００
円（（１５００万円－１１０万円）×４５％－１７５万円）、２０００万円の贈与に
対して６９５万円（（２０００万円－１１０万円）×４５％－２５０万円）の合計
１１４５万５０００円の贈与税がかかることになります。
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　とても節税になると思います。ただ、残念なことに、この制度を選択できるのは、
次の要件を満たす場合だけです。また、一度、この制度を選択すると、何らかの理
由で、一般の贈与にしたいと思っても変更できません。従って、この制度を利用す
るかどうかは、専門家と十分話し合って検討する必要があります。

　　・６０歳以上の親から２０歳以上の子・孫への贈与（１月１日時点）
　　・贈与を受けた年の翌年の２月１日から３月１５日までに、同制度を
　　　選択する旨の「選択届出書」を「贈与税の申告書」に添付
　　・総額２５００万円まで非課税
　　　(２５００万円を越える部分は一律２０％の課税 )

　4、以下に、一般的に言われている相続時に清算する贈与（相続時精算課税制度）　
　　 のメリットとデメリットを挙げておきます。ご参考にしてください。

　＜メリット＞
　１　２５００万円まで非課税。
　２　早期に多額の財産を贈与することができます。
　３　収益物件の贈与は、相続税対策になる可能性があります
　　　★アパートなどの収益物件を贈与すれば、その後の賃料収入は相続財産　　　　　
　　　　と ならないので相続財産を減らすことができます。
　４　相続時に値上がりする可能性が高い財産（上場株式、未上場株式等）を　
　　　贈与すると相続税対策になります。
　　　★相続財産の持戻し対象となる贈与財産はあくまで贈与時の評価で税額
　　　　計算されるため、贈与時よりも相続時に価値（相続税評価額）が上昇
　　　　していても、価値の上昇分は相続財産に反映されないためです。
　　　★逆に上場会社の株価の場合などで将来相続時に株価が下落していた場
　　　　合には、贈与時の株価（株価下落前の株価）が相続税評価額となりま　
　　　　すので注意が必要です。
　５　双方の親からの２５００万円ずつまでが非課税です。

　＜デメリット＞
　　１　一度選択したら撤回できません。
　　２　小規模宅地等の特例との併用不可です。
　　３　贈与分は相続財産に加えるので、相続財産自体は減りません。
　　　　（通常の贈与で相続財産に加えるのは相続開始前３年以内の贈与）
　　４　遺産の前渡しとして遺留分を侵害する可能性もあります。
　　５　一般の贈与より特別受益になる可能性があります。
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「世界米山学友による感謝 in 熊本」（主催：

米山学友合同実行委員会）が 8月 26 日、熊本市

内ホテルで開催され、世界 18 の国・地域からの

奨学生と学友 196 人、ロータリアン 204 人、そ

の他家族などを含め総勢 444 人が参加しました。 

このイベントは、学友によるロータリー米山

記念奨学会財団設立 50 周年への祝賀に加え、今

後、国内外の学友・学友会が横のつながりを持

つためのプラットフォーム、「世界米山学友会」

の発足を目的としたものです。 

同日午前中には、有志 80 人が益城町立飯野小

学校を訪問。当時の被災状況について校長先生

の話に耳を傾け、義援金 40 万円を贈呈しました。 

17 時から第一部「世界米山学友

会設立式典」が始まり、米山梅吉

翁の生涯を描く朗読劇、全炳台
ジョンビョンテ

さ

んから世界米山学友会の設立が宣

言され、次回は 2年後、モンゴル

で開催することが発表されました。

また、台湾・韓国の学友がそれぞ

れスピーチをしたあと、米山学友

合同会から第 2720 地区ガバナー

永田壮一氏へ熊本大地震の義援金

100 万円が贈呈されました。 

第二部の懇親会では、タイや韓国、また学友

会・ロータリアンのコラボレーションによる民

族舞踊と合唱が次々に披露され、会場は大盛り

上がりでした。サプライズでくまモンが登場す

ると熱気は最高潮に達し、子どもから大人まで

一緒に“くまモン体操”を踊りました。 

会場では偶然の出会いや再会に驚き喜ぶ姿が

多くみられました。最後の参加者全員での「手

に手つないで」は、会場いっぱいに広がっても

足りないほどで、幾重にも折り返しながら、弾

ける笑顔で手を握り、再会を誓い合って閉幕と

なりました。

9月4日～5日に都内で開催されたガバナーエ

レクト研修セミナー（ＧＥＴＳ）の 2 日目午後・

閉会本会議において、当会の小沢一彦理事長と

岩邉俊久事務局長が米山記念奨学事業の現況報

告を行いました。続く「学友 3名のスピーチ」

のセッションでは、財団学友、ROTEX 学友と共

に、米山学友のジョルダヤコヴァ，サウレさん

（2015-17／伊勢原ＲＣ）が登壇。「米山奨学生

に選ばれて」と題してスピーチしました。 

カザフスタンの国費留学生として来日し、米

山奨学金のおかげで進学が叶ったというサウレ

さんは、ロータリーとの交流を通じてコミュニ

ケーション能力を高

め、人脈を広げて、支

え合える多くの友人

を得ることができた

と報告。博士課程で研

究中の水素エネルギ

ーを母国カザフスタ

ンで活用できるよう道を開くことが夢、と語り

ました。「私たち留学生を信じ、応援してくださ

るロータリーの皆さんに心から感謝します」と、

カザフ語の「ありがとう」で締めくくったサウ

レさんに、会場から万雷の拍手が送られました。

2017.9.13 
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8 月までの寄付金は前年同期と比べて 6.3％

増（普通寄付金：3.5％増、特別寄付金：11.9％

増）となりました。今月は大口法人寄付をいた

だいたことにより、8月単月のみで 1億円を超

えました。これは2001年度以来16年ぶりです。

皆さまのご支援に厚く御礼申し上げます。当財

団は内閣府より「公益財団法人」の認定を受け

ているため、当会への寄付金には所得税・法人

税の税制優遇を受けることができます。相続税

も非課税となります。財団設立 50 周年の米山月

間には、ますますのご協力を賜りますようよろ

しくお願いいたします。

さまざまな寄付のカタチ 
当会第2550地区理事をおつとめいただいている飯村愼一氏から1千万円の法人寄付をいただき

ました。同氏は今年 3月、地元の宇都宮大学へ 1億 1千万円を寄付し、経済的理由で修学困難な

日本人学生への支援にあてたことで知られています。飯村氏からコメントをいただきました。 

【飯村理事より】 このたびは米山奨学会へ寄付の機会を与えていただき、ありがとうございました。国籍
にかかわらず、次世代の人材を育て、平和の大使を育成することは私たちの責務だと思っています。米山
梅吉翁の平和の精神が今ほど求められている時期はないのではないでしょうか。近隣諸国の政情は不安
定ですが、政治家にはできない事を、根気強く、⺠間の⼒で、少しでも実現していきたいと思っています。 

理事会（8月 18 日開催）および定時評議員会

（9月8日開催）が以下の通り開催されました。 

今回の理事会、評議員会は、財団設立 50 周年

を記念して、初めて（公財）米山梅吉記念館（静

岡県長泉町）で開催しました。各日の出席者は、

それぞれ会議の

前に、記念館近く

の米山梅吉翁の

お墓を訪れ、墓前

で一人ひとり手

を合わせました。 

なお、理事会・評議員会とも、各議案はいず

れも原案通り承認されました。 

  第十八回理事会  議長：小沢一彦理事長 

出席者：理事 23 人 監事 2人 

【主な議題】評議員、理事後任候補者の件、2016
年度事業報告および附属明細書承認、2016 年度計
算書類承認、財団設立 50 周年記念式典の件等 

  第八回評議員会  議長：市川緋佐麿評議員

出席者：評議員 21 人、常務理事・監事 7人 

【主な議題】2017 年度評議員選任､2017 年度理事
選任、2016 年度計算書類承認等 

10月はいよいよ米山月間。毎年9月下旬には、

全クラブへ最新資料をお送りしています。今年

の目玉は、財団設立 50 周年記念ＤＶＤ「世界

へ届け 米山の懸け橋」（15 分）です。必ず例会

でご視聴ください。そのほか、会員数分の最新

版『豆辞典』、50 周年記念誌・記念グッズ（ネ

クタイとスカーフ *数量限定）申込用紙、事業

報告書な

どが同封

されてい

ます。ぜひ

ご活用く

ださい。 
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【第 ゾーン 決まる】
第 ゾーン ロータリー財団地域コーディネーター 舟木 いさ子

この度、前任の竹腰兼壽様に代わりまして、 年

度 第 ゾーン ロータリー財団地域コーディネーター

（ ）を務めることになりました。昨年度は皆様の多大

なるお力添えのもと、ロータリー財団 周年に相応しい

寄付結果となりましたこと、大変嬉しく存じます。心より感

謝申し上げます。特に「年次基金 寄付ゼロクラブ ゼロ」

達成の実績は日本のロータリーの歴史的成果だと思いま

す。今年度も「寄付ゼロクラブ ゼロ」を目指し、さらには

寄付目標額の達成やポリオ撲滅に向けて、皆様の地区

へのお手伝いができれば幸いに存じます。

また、ロータリー財団のプログラムには、ロータリー平和センター、地区補助金およ

びグローバル補助金による奨学生の派遣があります。これまで多くの奨学生が派

遣され、緒方貞子氏のように世界的に活躍される方がいらっしゃることは、

ロータリーにとってこれが重要なプログラムであり、ロータリアンの誇りであると言え

ます。しかし、その一方で派遣終了後は、所在が不明になってしまう方も沢山いる

のが事実です。平和な未来の担い手となる若者達との繋がりが断たれてしまうこ

とは、非常に残念でございます。親善大使としての成果を広く発信して頂くことで、

ロータリーの目的を社会に知ってもらい、そして理解を深めて頂けるものと思いま

す。そこで、 を活用し、登録を願うことでプログラム参加者と長く関係が

続けられるようにしたいと考えております。

ロータリー財団へのご支援は、ロータリー活動を活性化させ、「変化をもたらし」な

がら、永続的な平和を生み出すことになると思います。目標達成に向けて行動し、

皆様と協力し合ってまいりたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

【ロータリー財団 周年 寄付額 億ドル達成】
ロータリー財団の 年間を祝った昨年度、ロータリアンと支援者の皆さまからの

ロータリー財団へのご寄付は 億 万ドル（監査前）となり、募金目標 億ドルを上

回る結果となりました。 記事はこちら

感謝のメッセージ

皆さまからのあたたかく寛大なご支援に、心より御礼申し上げます。

年度の日本の寄付、補助金のデータは、本号 ページをご参照ください。

レート

月： ￥

月： ￥

寄付振込先 ：

三井住友銀行 赤羽支店

普通預金

名義：公益財団法人ロータリー日本財団

明細書送付先：

寄付送金明細書

寄付・認証 ロータリークラブの手引き

寄付状況

年 月末現在

年次基金

日本 ＄

世界 ＄

恒久基金

日本 ＄

世界 ＄

寄付総額 世界上位 ヶ国

月 日現在

アメリカ ＄

韓国 ＄

日本 ＄

日本の状況

冠名基金数 １

※地区、クラブが設立した冠名基金含む

会員数

目標（世界） 年度

・全体： 億 万ドル

・年次基金： 億 万ドル

・ポリオプラス基金： 万ドル

・恒久基金： 年までに 億 万ドル

目標（日本）

・年次基金：一人当たり ドル

・ポリオプラス：一人当たり ドル

・恒久基金：各クラブでベネファクターま

たは遺贈友の会会員を 名増やす

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

年 月号
基本的教育と

識字率向上月間

発行日
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寄付・認証

【 年度 恒久基金 大口寄付推進活動】
第 ゾーン恒久基金 大口寄付アドバイザー 大室 㒞

恒久基金 大口寄付アドバイザー（以下 と略す）

は 年度から新たにスタートした、 、 、

と並ぶロータリーの地域リーダーの つです。 、

は 会長から、 、 は財団管理委員

長から任命されます。任期は 年で、私は 年目を迎

えます。地区の皆様と協力して、恒久基金 大口寄付

の推進を援助するのが主な役目です。

昨年度の大口寄付は ゾーン合計 件、総額 万

ドル余りとなり大きな成果を上げたことが、第 ゾーン

相澤 光春様から 月号にて報告されておりま

す。皆様のご協力ありがとうございました。

今年度、第 ゾーンでは、 月 日に 地区のご支援で、岡山にて第 ゾーン戦

略計画セミナーが、 地区すべての地区ガバナーとおよそ 名の参加者の下、

開催されました。私は、大口寄付の現況を説明し、ご寄付のお願いをいたしました

ところ、充分にご理解頂けたと感じております。

機会を与えて頂ければ、地区のセミナー等に出席・参加させて頂きます。是非お

声かけください。

また、 月 日には、新高輪プリンスホテルにおきまして、北 清治財団管理委員、

佐原 元・相澤 光春・大室 㒞 ， ， ゾーン と金杉 誠（平和のための大口

寄付推進計画委員会委員）、丸尾研一（水と衛生のための大口寄付推進計画委

員会委員）の 名で今年度の活動を検討した結果、次のようなことが決まりました。

 ロータリー財団は、現在約 億ドル（計画寄付を含む）の恒久基金（財団の現金

資産）を 年までに 億 万ドルとする目標を立てている。日本としても

恒久基金の強化が必要、特に冠名基金の認知度を上げて、候補者の開拓を

すべきである。

 遺贈友の会の呼びかけを図る。
万ドル以上の誓約、出来れば 万 千ドル以上で冠名基金設立の誓約

 法人大口寄付の推進
企業のオーナーであれば、認証は個人とすることが出来る。税制上の優遇措置

はもちろん法人へ。

 メジャードナーのレベルアップ推進
ロータリー研究会でのメジャードナー午餐会にてレベルアップ者を顕彰すること

を検討する

 大口寄付推進イベント（ミリオンダラーディナー）を開催する。
 隠れた大口寄付候補者の発掘
各地区の恒久基金 大口寄付推進委員会の機能強化をお願いする。

地区恒久基金 大口寄付推進委員会の責務は、

・ロータリークラブセントラルでベネファクター、遺贈友の会、大口寄付の地区目

標を立て、寄付者に感謝の意を示し、引き続き関係を維持する。

・計画寄付についてロータリアンに情報を提供する。

・クラブ会長と協力して、恒久基金への寄付見込み者を特定し、ロータリー財団

への寄付についての理解を進め、寄付のお願いをする。時には 、

等の援助を求める。

なお、ロータリー財団は地区に当該委員会を作ることを推奨しております。

当該委員会のないところは、地区資金推進委員長等を充ててください。

以上、恒久基金 大口寄付の概況を述べましたが、私たち も他の地域リー

ダーと連携をとり、昨年にも増して今年度も大きな成果を上げることを目指してい

ます。皆様のご協力をお願いいたします。

リソース

資料

寄付者の認証

税制上の優遇措置

オンラインでの寄付

認証ポイントについて

認証ポイント使用申請書

ポール・ハリス・ソサエティ

ポール・ハリス・ソサエティ パンフレット

ポール・ハリス・ソサエティ入会フォーム

認証状テンプレート

ポリオ撲滅

年度会長賞

地区財団活動資金 （ ）の寄贈：

ポリオに を寄贈されますと国際財

団活動資金（ ）から半額の組み合

わせがあり、その合計にゲイツ財団か

ら 倍の上乗せがあります。

例： ２ １ ゲイツ ＝

 年度 寄贈書式

 地区で利用可能な の確認

※ポリオプラスへ ドル以上のご

寄付をくださったクラブには、次年度

に感謝状が贈られます。また、 の

％以上をポリオプラス基金へ寄贈

してくださった地区は、次年度に表彰

状が贈られます。

ロータリー財団地域

コーディネーター

恒久基金 大口寄付

アドバイザー

ロータリーコーディネーター

ロータリー公共イメージ

コーディネーター
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【 年度寄付・認証 ロータリークラブの手引き】
発行以来皆様からご好評をいただいている「寄付・認証

ロータリークラブの手引き」の 年度版が完成いた

しました。本書は、財団室に多く寄せられる寄付・認証に

関するお問い合わせをまとめたもので、ご意見ご質問を

受けて改訂しております。ぜひ地区内クラブの皆様へお

伝えください。

本書のダウンロード：

ポリオプラス

【 】
ユニセフと世界保健機関（ ）が、 年以上も世界

の子どもたちをポリオから守り続けてきたロータリーとそ

の会員に感謝を込めて、約 分のビデオを作成しまし

た。皆さまからのご寄付によって支えられてきた予防接

種活動を通じ、ポリオのない世界が実現しようとしてい

ます。このビデオは、ロータリアンが世界中でいかに変

化をもたらしているかを物語っています。

ビデオを見る

【野生株によるポリオ症例数】
掲載サイト： ウェブサイト（英語）

ポリオ 国
年 月 日

～ 月 日

年

（通年）

年

（通年）

常在国

パキスタン

アフガニスタン

ナイジェリア

常在国

以外

赤道ギニア

イラク

カメルーン

シリア

エチオピア

ソマリア

世界合計

リソース

＜ ＞

利用にあたってのリソース

「 」アカウント登録方法

ブランドリソースセンター

ロータリーの日本語フェイスブック

ブログ

財務報告

組織規定

管理委員会の決定

＜資料＞

年度年次報告

年携帯用カード

ロータリー財団参照ガイド

地区ロータリー財団委員会要覧

地区ロータリー財団セミナーの手引（ ）

寄付・認証 ロータリークラブの手引き

ウェビナー「クラブのためのよくわかる寄

付と認証」

＜寄付に関するレポート＞

から

にログインし、役職に応じてデー

タを閲覧できます。

クラブと地区の運営

 ポリオプラスに関するレポート
 クラブ認証概要レポート（ ）

 月次寄付レポート（ ）

 寄付者履歴レポート
 バナーレポート
 メジャードナー アーチ クランフ・ソ

サエティ 遺贈友の会レポートなど
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補助金

【グローバル補助金のヒント】

奨学金の申請
月、 月、 月のいずれかに留学を開始する奨学金の申請期限は 月 日とな

っており、それより後に提出された申請は受理されません。それ以外の時期につ

いては随時申請できますが、出発の 日前までに申請書を提出します。

受入地区との連絡に数か月かかることもありますので、補足資料にあるスケジュ

ールより早めに準備し、国際協議会等で受入地区のガバナーエレクトに相談・依

頼するなど余裕をもって連絡を取ることをお勧めします。

補助金の授与と受諾の条件やグローバル補助金による奨学金 補足資料、もご

参照下さい。

補助金受取口座
・承認後に、補助金を受領する側の代表連絡担当者が、補助金センターの＜実

行アイテム＞から入力し、送信します。

・日本の口座の場合、口座名には、読み方をカタカナですべて略さずに、ご記入

ください。

・提唱者がクラブの場合はクラブ名を含む、地区の場合は地区の補助金専用口

座でなければなりません。

・相手側と分けて補助金を受け取る場合、補助金担当職員に連絡すれば、２つ

目の口座を入力できます。

報告書
≪期限）

・ロータリー財団の支払日から計算し、１年以内に中間報告を提出します。

・最終報告書の期限は終了から２か月ですが、ちょうど１２か月目に終わる場合、

期限が１４か月に伸びるわけではありません。１２か月目に出ていなければ期限

切れとなります。すぐ最終報告書を出すか、早い時点で中間報告を出しておく

必要があります。

・前の報告が受理されないと次の報告書を記入できません。

・プロジェクトの通帳の添付漏れが多いのでご留意ください。通帳や返金が確認

できないと報告書は受理されません。

≪奨学金の場合≫

・航空券や保険、ビザの経費などにも、補助金を使えますので、出発前に承認・

支払を受けるケースも多いと思います。報告書提出期限は、前述のとおり、

ロータリー財団の支払日から起算し、本人の奨学金受領日や留学開始日から

ではありません。留学期間が１年でも中間報告を出さなければならないことにご

留意下さい。

・奨学金の場合、ほぼ１年という方が多いので、ちょっとくらいと期限をオーバー

する方がとても多いです。学期終了時など早めに中間報告書を出すとよいでし

ょう。また、奨学金を使い切っていれば、帰国前でも、最終報告を提出できます。

【地区のロータリー財団委員会委員長の連絡先】
補助金活動にお役立ていただけるよう、下記役職に就いている世界の皆様の

メールアドレス一覧が作成されました。

地区ロータリー財団委員長（ ）

地区補助金小委員会委員長（ ）

地区奨学金小委員会委員長

地区職業研修チーム小委員会委員長

※任命の時期によってリストにお名前、ご連絡先が掲載されていない地区があります。

リソース

＜補助金＞

地区補助金とグローバル補助金授与と

受諾の条件

グローバル補助金ガイド

重点分野の基本方針

モニタリングと評価の計画について

地域調査の方法

経済と地域社会の発展プロジェクト戦略

基本的教育と 識字率向上プロジェクト戦略

補助金を申請する

グローバル補助金 計算表

グローバル補助金 研修計画

補助金による旅行

旅行禁止国のリスト

＜連絡先＞

補助金担当者一覧

重点分野担当マネージャーの連絡先

公式名簿

地区ロータリー財団委員長の名簿

地区補助金小委員会委員長の名簿

地区奨学金小委員会委員長の名簿

地区職業研修チーム小委員会委員長の

名簿

＜オンライン手順＞

補助金センターのご利用ガイド

＜資格認定＞

地区の覚書 ）

クラブの覚書 ）

クラブの覚書（ ）の実施に関する指針

クラブの覚書（ ）ワークシート

クラブの参加資格認定 よくある質問

＜プロジェクトのヒント＞

ロータリー奉仕コネクション

プロジェクトライフサイクル

プロジェクトの閲覧

ロータリーショーケース

奨学金

奨学金の提供

ロータリー平和フェローシップ

ロータリーの学友

グローバル補助金候補者のテンプレート
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大きなご支援を

誠にありがとうございました

大口寄付（一括 ドル以上のご寄付）

注： オンライン寄付や諸手続きを要する大きなご寄付の場合、掲載に時間がか

かる場合がございます。

＜視聴覚資料＞

・ウェビナー

・ウェビナー「クラブのためのよくわかる

寄付と認証」

・ロータリーの動画ページ

・ロータリーのビデオ（日本語）

・ で検索 ※こちらはロータリー

のウェブサイトではありませんので検

索語に を入れます。登録しなく

ても検索・視聴はできます。

検索例：

今後の予定

月 日世界ポリオデー

月 日

日

日

ロータリー財団地域セミナー

メジャードナー午餐会

ロータリー研究会

国際ロータリー日本事務局財団室

清水優季

山本律子

望月彩乃

牧野美希

〒

東京都港区三田

三田国際ビル 階

：

：

年 月 日～ 年 月 日 確認分 （敬称略）

地区 クラブ 寄付者 地区 クラブ 寄付者

東京世田谷 髙橋 茂樹 本庄 高柳 育行

京都山城 福井 正典 岡山南 佐藤 芳郎

東京日本橋ロータリークラブ

計 名、 クラブ ※日付順

月 日は世界ポリオデー
世界ポリオデーにちなんだイベントを企画しているクラブや地区の皆様は、

ロータリーへぜひ情報をお寄せください。

【情報投稿方法】

方法 ：ポリオ撲滅支援サイトのフォームから入力

のフォームに所要事項をご

入力の上、「提出」をクリックしてください。（入力例はこちら）

方法 ： メールで送信

次の情報を にメールにて送信してく

ださい。

①情報提供者のお名前

② メールアドレス

③場所（都道府県と市区町村）

④クラブまたは団体名

⑤イベント内容

【今年も「世界ポリオデー」イベントをライブ配信】

年目となる今年の世界ポリオデーイベントは、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団

と共催で行われ、ゲイツ財団本部（米国シアトル）から世界にライブ配信さ

れます。
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年度 各種データ

【寄付・認証】
・地区別年次基金寄付ゼロクラブ数

地区 クラブ数 地区 クラブ数 地区 クラブ数

計

・ポリオプラスへの寄付・ 寄贈 ・ロータリー平和センターへの 寄贈

地区 現金 地区 現金 地区 地区

計 計

・寄付総額 上位 ヶ国

順位 国 年次基金
一人当たり

年次基金寄付
ポリオプラス基金 その他の基金 恒久基金 合計

アメリカ

インド

日本

韓国

台湾

・日本の認証数

（アーチ・クランフ・ソサエティ）

（メジャードナー）

ポール・ハリス・フェロー

（マルチプル ）

（ベネファクター）
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【補助金 年度承認数】
※承認後のキャンセルなどデータにより異なる数字の場合もあります。

・地区補助金：世界 件 日本 件

・グローバル補助金：

重点分野別 活動の種類別

重点分野 世界 日本 活動の種類 世界 日本

基本的教育と識字率向上 人道的

疾病予防と治療 人道的 奨学金
経済と地域社会の発展 人道的

母子の健康 奨学金
平和と紛争予防・紛争解決

水と衛生 合計
合計

地区別承認件数 年度 （）内累計＊パイロット期間含む 年 月末

地区 人道的
人道的

奨学金
合計

累計 ）
地区 人道的

人道的
奨学金

合計

累計 ）
（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ）
総計 （ ）

（ ）
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日本が提唱したグローバル補助金 一覧 年度 承認

※承認後のキャンセルなどデータにより数字が異なる場合もあります。

地区 補助金番号 活動名（ ） 実施国 主な重点分野

人道的

疾病予防と治療

基本的教育と識字率

向上

水と衛生

基本的教育と識字率

向上

水と衛生

母子の健康

基本的教育と識字率

向上

다문화 자녀 및 이주여성 문해력 향상

프로그램

基本的教育と識字率

向上

経済と地域社会の発展

福島大学農学・放射能汚染対策専門スタッフと住民

組織との共同活動により農地除染後の土作り対策

（仮）

経済と地域社会の発展

疾病予防と治療

疾病予防と治療

水と衛生

経済と地域社会の発展

疾病予防と治療

水と衛生

（教育的分

野、識字率の向上と教員の指導）

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

水と衛生

水と衛生

水と衛生

カンボジア医療支援 疾病予防と治療

疾病予防と治療
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地区 補助金番号 活動名（ ） 実施国 主な重点分野

人道的

カンボジア・アジアアライアンス医療センター医療器

材寄贈プロジェクト（

）

母子の健康

Colaborar com o projeto de Prevenção e 

Saúde dos internos do asilo Wajunkai, para 

saúde

疾病予防と治療

疾病予防と治療

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

水と衛生

疾病予防と治療

水と衛生

平和と紛争予防・紛争

解決

水と衛生

疾病予防と治療

Taoyuan City Implementation of the “Rotary 

Donation”

基本的教育と識字率

向上

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

母子の健康

基本的教育と識字率

向上

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

基本的教育と識字率

向上

基本的教育と識字率

向上

基本的教育と識字率

向上

水と衛生

母子の健康
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地区 補助金番号 活動名（ ） 実施国 主な重点分野

職業研修チーム （ ）

基本的教育と識字率

向上

＆ 疾病予防と治療

フィリピン国における口唇口蓋裂医療の実践 疾病予防と治療

人道的

疾病予防と治療

奨学金

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

グローバル補助金奨学生 母子の健康

経済と地域社会の発展

平和と紛争予防・紛争

解決

植村

奏水

経済と地域社会の発展

平和と紛争予防・紛争

解決

平和と紛争予防・紛争

解決

高島牧子 奨学金 疾病予防と治療

地区金沢医科大学 四宮祥平 疾病予防と治療

（条 美智子） 疾病予防と治療

平和と紛争予防・紛争

解決

経済と地域社会の発展

平和と紛争予防・紛争

解決

奨学金 経済と地域社会の発展

奨学金 基本的教育と識字率

向上

平和と紛争予防・紛争

解決

母子の健康

平和と紛争予防・紛争

解決

平和と紛争予防・紛争

解決

（ ） 経済と地域社会の発展

平和と紛争予防・紛争

解決

基本的教育と識字率

向上

平和と紛争予防・紛争

解決
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財団室ＮＥＷＳ 年 月号

地区 補助金番号 活動名（ ） 実施国 主な重点分野

奨学金

奨学金 疾病予防と治療

グローバル補助金奨学生 平和と紛争予防・紛争

解決

奨学金 疾病予防と治療

平和と紛争予防・紛争

解決

経済と地域社会の発展

平和と紛争予防・紛争

解決

経済と地域社会の発展

基本的教育と識字率

向上

疾病予防と治療

基本的教育と識字率

向上

平和と紛争予防・紛争

解決

平和と紛争予防・紛争

解決

平和と紛争予防・紛争

解決

基本的教育と識字率

向上

奨学金 経済と地域社会の発展

経済と地域社会の発展

経済と地域社会の発展
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ロータリー希望の風奨学金

2017/09/05

（ロータリーの友 2017年 9月号記事）

“正念場を迎える「ロータリー希望の風奨学金」”を会員の皆様にご紹介下さい

２０１１年１１月に立ち上げた東日本大震災の被災遺児に対する教育支援プログラ

ム「ロータリー希望の風奨学金」は、震災後６年半が経過しようとしており、支援のあ

り方に疑問を投げかけられる方も居られますが、目に見える支援だとの評価もいただい

ております。このたび「ロータリーの友」9月号に現況報告が 4ページにわたって掲載
されております（横組み：心は共に Ｐ36～Ｐ239）。
震災後、被災地を支援しようという皆様のお気持ちがこのプログラムに結実して、遺

児たちの進学環境支援として有効に使われていることが報告されております。各地区の

ロータリアンの皆様方に、ぜひご一読いただきたく、例会にて記事の存在について、ひ

と言お口添えいただければ幸いです。

今後とも本プログラムをあたたかく見守ってくださいますよう、そして折にふれ東日

本大震災を思い出してくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

協議会委員の追加と役員の変更のお知らせ

２０１７年７月２７日開催されました通常委員総会におきまして、協議会委員の追加

と役員の変更がありましたので、お伝えします。

（文責：委員長/地葉新司/2010-2011PG/潟上 RC）

（注）主な役務変更

地葉 新司 委員長 庶務兼任を解く

宇佐見 透 副委員長 委員長代行に

神野 重行 副委員長 委員より副委員長に就任

橋本 恵治 副委員長 委員より副委員長に

前田 茂 副委員長 委員長代行より、会計担当に移動

近藤 雄亮 委員 神野副委員長就任に伴い、副委員長より委員に交代

中川 雅雄 委員 庶務を担当

百目鬼 健 委員 委員に就任

川野 正久 監事 会計担当より監事に移動

桑月 心 顧問 監事より顧問に移動
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ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会　役員・委員名簿
2017.07.27現在

　
役職 氏　　名 地　　区 所属クラブ

1 委員長 地 葉 新 司 2540 2010-11PG 潟上

2 副委員長 坂 本 元 彦 2570 2014-15PG 富士見

3 副委員長 大 澤 　 衞 2570 2014-15AG 朝霞キャロット

4 副委員長 松 坂 順 一 2580 2013-14GE 東京葛飾

5 副委員長 岩 尾 　 碩 2580  日台ロータリー親善会議事務総長 東京青梅

6 副委員長 橋 本 恵 治 2580 2013-14AG 東京福生

7 副委員長 栗 田 幸 雄 2650 2010-11PG 福井北

8 副委員長 北河原公敬 2650 2014-15PG 奈良大宮

9 副委員長 前 田 　 茂 2710 2010-11PG 三次

10 副委員長 木 下 光 一 2720 2010-11PG 大分城西

11 副委員長 神 野 重 行 2760 2017-18DG 名古屋名駅

12 副委員長 宇 佐 見 透 2790 2014-15PG 千葉幕張

13 委員 宮 下 正 弘 2540 2015-16PG 秋田

14 委員 矢 島 淳 一 2570 2014-15AG 本庄

15 委員 小 澤 秀 瑛 2580 2006-07PG 東京青梅

16 委員 藤 本 誠 一 2580 東京東久留米

17 委員 今 井 　 忠 2580 東京臨海

18 委員 中 川 雅 雄 2580 東京浅草

19 委員 田 原 　 績 2580 東京浅草

20 委員 飯 村 雅 洋 2580 東京武蔵中央

21 委員 鈴 木 富 士 雄 2580 東京東江戸川

22 委員 百目鬼　健 2580 東京浅草

23 委員 近 藤 雄 亮 2760 2014-15PG 名古屋瑞穂

24 委員 山 下 清 俊 2790 市川東

25 委員 藤 居 彰 一 2820 2014-15PG 日立

26 監事 川 野 正 久 2590 2010-11PG 川崎北

27 監事 後 藤 定 毅 2780 2010-11PG 大和中

28 顧問 上 野 　 操 2580 2010-11PG 東京江戸川

29 顧問 桑 月 　 心 2630 2010-11PG 高山

30 顧問 田 嶋 好 博 2760 2010-11PG 名古屋北



2017年10⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第1ゾーン担当

「コーディネーターニュース」が今年度も発刊されることに関係者の皆様に心よりの敬意と感謝を申し上げます。
元よりロータリー活動は会員の皆様の熱意に因るところが基本であります。このコーディネーターニュースを通

じて国際ロータリーの現状の最新ニュースが届けられることと思います。

私はこの７月より国際ロータリー理事を拝命しましたが、何分浅学非才でありますので、皆様方のご指導をお願

いする次第です。国際ロータリー理事として、斎藤理事と共に、日本のロータリーが世界から乖離しないように努

めるのが責務と考えております。ロータリーコーディネーター並びにコーディネーター補佐の皆様は、会員の皆様

と国際ロータリーとの最前線の接点であると思います。このコーディネーターニュースをご活用されますことを祈

念致します。

今、世界は全ての分野で「変革」がキーワードです。ロータリーも同様です。変わることを楽しむのが成熟とい

うのではないかと考えるようにしております。 国際ロータリー理事 石黒慶一

Zones 1 & 2 & 3

クラブの後継者を育成しましょう

左のグラフは同じ都市のほぼ同じ時期に創立した２
つのクラブをMy Rotaryのデーターから年齢別会員数
の比較をしたものです。当初の会員数は同じくらいで
推移しておりましたが創立３０年目位から少しずつ会
員数に変化が見られるようになりました。

さて、このグラフからどんなことが連想されるで
しょうか？５年後、１０年後を想像してみましょう。

Aクラブの会員は大変仲が良く、クラブの運営には
満足しているようです。

皆さんならAクラブにどんなアドバイスをされるで
しょうか？

ヒントとしては「柔軟なクラブの運営」として例会
スケジュールの変更、例会形式の多様化、出席要件の
緩和、異なる会員種類の提供などがあります。

さらに、衛星クラブの導入により、現クラブとの差
別化をしてハードル下げたクラブを提供することもで
きるでしょう。今月号で石黒慶一理事は『変わること
を楽しむのが成熟というのではないか』と述べており
ます。「変える」勇気が必要ではないでしょうか？

第１ゾーン RC 酒井正人

公共イメージと認知度の向上＝世間の方々に良いイメージで認められる

公共イメージと認知度の向上とは「世間の方々にロータリーを良い印象で知って頂
く」事です。そして、世間の方々はロータリー（又はロータリアン）がどんな旨い事
を言っても、云っている事よりもロータリアンの行動を見て判断します。

つまり、ロータリアンの日頃の行動が一番大切です。これは大変だ！常に見張られ
ているのだろうか？そんな心配は無用です。第一、四六時中人の目を気にしなければ
ならないなんて、そんな緊張は持続できません。普通に行動すればよいのです。

但し、次の事を忘れないでください。
「奉仕・親睦・多様性・高潔性・指導力」つまり中核的価値観と云われている5項目。
「中核的価値観」とは難しい言葉ですネ。 我々の「行動規範」と受け留めましょう。
行動規範を念頭に置いて活き活きと輝いた行動をとりましょう。

又、日頃からロータリー活動だけに偏らないで、地域や広域の業界活動に参加し
ましょう。又、地域自治会や消防団、交通安全協会活動にも参加しましょう。これら
の活動に参加すること自体が（地域社会）奉仕活動です。地域の奉仕活動には加わら
ないで、「私は日頃から奉仕活動を行っている。」と言っても、通用しないでしょう。

地域の経済活動、すなわち地元商工会や商工会議所活動、法人会や労働基準協会等
にも、お誘いが有れば加わりましょう。お誘いがないのにこちらから売り込むのはお
かしいですが、お誘いが有ったら協力しましょう。

ロータリー活動に一所懸命になって居て、「私はロータリーが忙しいので、他の会
の活動は出来ません。」等と云う事は間違っても言わない様にしましょう。
その様に心掛ければ、世間の方々のロータリー（ロータリアン）に対する評価は、
必ずや上がる事でしょう。 第1ゾーン RPIC 鈴木秀憲

A B
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承
ります。また、一部資料はホームページで PDF もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。下記の資料のご紹介
を致します。

◎「職業奉仕とロータリーの魅力」	
　大迫三郎　D.2730　2016　30p
◎「ロータリーの根幹は『ロータリーの目的』が規定する
　 職業奉仕である」
　D.2760  2017 　90p 
◎「ロータリーって何だろう－クラブ奉仕を中心に」
　松山 R.C.　2012　73p
◎「新会員推薦の手引き」
　大阪 R.C.   2013　9・23p
◎「ロータリーのしおり」
　明石西 R.C.　2014　22p
◎「シェルドンなきロータリー」
　田中 毅　源流の会　2017　6p　( シェルドンの森を巡る旅 )

	
〒 105-0011
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3階

TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10時～午後 5時　休館＝土・日・祝祭日

新着の文献から

ロータリー文庫 

文　庫　通　信 
http://www.rotary-bunko.gr. jp

360号

◎「ロータリーの正義 (Ⅲ )」
　田渕水作夫  2017 　55p 
　〔上記申込先：ロータリー文庫〕

◎「ロータリー米山記念奨学会５０年のあゆみ」
　ロータリー米山記念奨学会　2017  127p
　〔上記申込先：ロータリー米山記念奨学会　TEL(03)3434-8681〕

◎「ロータリー情報ハンドブック (改訂第２版）」
　ロータリー情報研究会　2017　821p 
 〔上記申込先：ロータリー情報研究会　FAX(050)3730-5737〕

第2760地区 地区副事務長、地区スタッフの紹介
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　　地区スタッフ（南尾張分区）

神保　誠
じんぽ　　　　まこと
名古屋名駅RC
（株）名神製作所　代表取締役

　　地区スタッフ

山田　晃也
やまだ　　　　あきや
名古屋名駅RC
赤門ウイレックス株式会社　取締役

2014.3	 入会
2015-16	 役員・副幹事
2016-17	 役員・幹事

2017.2 入会

　   地区事務長補佐（地区副事務長）

大橋　誠之
おおはし　　　まこと
名古屋名駅RC
大橋物産㈱　取締役

［クラブ］
1995.5	 入会
1997-98	 役員待遇・副ＳＡＡ
1998-99	 役員待遇・副ＳＡＡ
1999-00	 役員待遇・会場運営委員長
2000-01	 理事・親睦活動委員長
2003-04	 理事・社会奉仕委員長
2006-07	 役員・副幹事
2007-08	 役員・幹事
2011-12	 理事・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長

〔地区〕
2002-03	 地区会員増強委員　西名古屋分区ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐幹事

ポール・ハリス・フェロー
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8月会員数は、 （2）名増加で　4884（227）名となり、目標とする会員増強3％以上の達成まであと34名です。

会員数 うち
女性

8月
末日

うち
女性 8月 うち

女性 累計 8月 うち
女性 累計 会員数 うち

女性
半田
常滑
東海
東知多
半田南
知多
大府

一宮
津島
尾西
一宮北
稲沢
あま
名古屋清須
尾張中央
一宮中央

瀬戸
犬山
江南
小牧
春日井
尾張旭
名古屋空港
瀬戸北
岩倉
名古屋城北
愛知長久手
愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ

名古屋
名古屋西
名古屋南
名古屋みなと
名古屋東南
名古屋中
名古屋瑞穂
名古屋大須
名古屋栄
名古屋名南
名古屋名駅
名古屋丸の内
中部名古屋みらい

クラブ名
2017年7月1日 会員数 入会 8月

出席率

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

南
尾
張
分
区

退会
例会数

8月末までの増減

第2760地区 会員数及び出席報告（2017 年 8 月末）
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会員数及び出席報告（2017 年 8 月末）

会員数 うち
女性

8月
末日

うち
女性 8月 うち

女性 累計 8月 うち
女性 累計 会員数 うち

女性
名古屋北
名古屋東
名古屋守山
名古屋和合
名古屋名東
名古屋名北
名古屋千種
名古屋昭和
名古屋錦
名古屋東山
名古屋葵
名古屋アイリス

豊橋
蒲郡
豊橋北
豊川
田原
豊橋南
新城
渥美
豊川宝飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊橋東

岡崎
豊田
岡崎南
豊田西
岡崎東
豊田東
岡崎城南
豊田三好
豊田中
名古屋宮の杜

刈谷
安城
西尾
碧南
西尾一色
高浜
知立
西尾ＫＩＲＡＲＡ
三河安城

会員数 うち
女性 会員数 うち

女性 8月 うち
女性 累計 8月 うち

女性 累計 会員数 うち
女性

84クラブ

クラブ名

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

集
計

クラブ数
8月

（84クラブ）
平均出席率

退会

退　会

西
三
河
分
区

入　会

8月
出席率

2017年7月1日

2017年7月1日 8月末日

東
名
古
屋
分
区

8月末までの増減 当月増減
(うち女性)

会員数 入会
例会数

8月末までの増減



表紙の解説：瀬戸市立原山小学校の外国籍の子供たち
瀬戸ロータリークラブでは、原山小に通う約５０名の外国籍を持つ子供たちに、多数の外国本を寄贈しました。子
供たちは、親の母語を十分に理解できず（＊）、家庭内のコミュニケーションを上手にとれないケースが生じています。
この解消のため母語を学ぶ支援をする取り組みです。

ガバナー事務所
〒 460-0003
名古屋市中区錦二丁目 15 番 15 号 豊島ビル 3 階
TEL: 052-201-2760 FAX: 052-201-1670
E-mail: governor17-18@rotary2760.org
URL: http://www.rotary2760.org/

ロータリー財団
TEL: 052-211-2760 FAX: 052-211-0230
E-mail: fbranch@rotary2760.org

米山・青少年奉仕・青少年交換
TEL: 052-228-0808　FAX: 052-211-0230
E-mail（米山）: ybranch@rotary2760.org
E-mail（青少年奉仕）: youthservice@rotary2760.org
E-mail（青少年交換）: yebranch@rotary2760.org

ガバナーエレクト事務所
TEL: 052-203-2760 FAX: 052-201-1670
E-mail: governor18-19@rotary2760.org

第2760地区

国際ロータリー第 2760 地区
2017-18 年度ガバナー

神野 重行

（＊）母語は子どもが一番初めに学ぶ言語であり、コミュニケーションの手段としてだけではなく、考えたり学んだりするために重要です。
　　 また、日本語を学び、日本の学校で教科を学ぶ上においても、母語が重要な役割を果たすと言われています。


